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【目的】

本研究では、主に精神看護、障害者支援、認知症介護など、広く
「ケア」と呼ばれる現場において展開される「表現活動」の意義や
可能性、その実践を通じてケアする立場の人たち―看護師、生活
支援員、介護士など―の間で紡がれてゆく新たな「ケア観」につい
て、その変遷過程を記述することを目的とする。
そのうえで、具体的には大阪府堺市北区の浅香山病院における
精神科病棟長期入院患者と看護師と写真家によるナラティブ写
真展「ココ今ニティー写真展」の企画運営、その企画メンバーが中
心となってNPO法人kokoimaとコミュニティカフェ「Cafeここいま」を
設立した経緯に追うことで、精神看護というケアが表現活動を通
じて地域社会に開かれていくプロセスと看護師たちのケアにまつ
わる考え方の変遷をアクションリサ―チを通じて明らかにする。



【背景】

発表者はこの十数年来、知的障がいのある人と恊働した音楽ワ
ークショップに参加し、また精神障がいや知的障がいのある人た
ちの造形活動にまつわる研究をし、またあるときは精神科病棟に
長期入院する患者の地域生活実現を目的としたNPOの立ち上げ
に関わってた。文化芸術を専門とする立場として、看護や支援や
介護といった領域とは何の縁もなった筆者が、なぜケアの現場に
関心を持ったのか。その端緒は障害のある人の作った作品に魅
了されたことが大きいが、しかし、実践と研究を続けていくうちに
それ以上に関心を持ったのは、実はケアの現場で働く人たちの自
身の仕事に対する「真摯に揺らぐ姿勢」、といったものであった。



【背景】

ケアの現場においては、ケア“される”立場―病を抱える人、障害
のある人、老いを抱える人など―は、それぞれのその弱さの特性
において、「患者」となり（福祉サービスや施設の）「利用者」となる
。しかし一方で、ケア“する”立場はこれらを自明のこととは言い切
れないような気持ちの揺らぎに悩まされることも多いであろう。患
者や利用者である前にもはや「“その人そのもの”と向き合ってい
る」としか言い様がないメッセージを相手から受け取ってしまうこと
。相手の人生の一端に生々しく触れた感触が消えることなく、職
業的責任感のみでは整理できないような問いが胸中に渦巻いて
しまうこと。そうしたとき、「ケア」を一体どこからどこまでの行為と
して捉え直せばよいのか。発表者はその答えを探るひとつのメガ
ネとして、「表現」という営みは“使える”のではないか、と感じるに
至った。



【本発表の位置づけ】

2016年秋から新たに研究テーマとして着手した現在の研究進捗
は、事例現場に自ら集団の一員として参加し、その活動プロセス
の観察・記録に徹している段階である。よって、本発表ではその
記録の要点をまとめる事例報告の要素が強いが、今後の研究に
おいて先行研究（ケアの社会学、障害学、芸術批評、アートマネ
ジメント等）との比較を通じた理論化を行ってゆく。



【事例の概要】



NPO法人kokoimaは、主に日常生活に手助けを必要とする精神障がい者に
対して、地域のなかに居場所を提供し、同時に地域社会を精神障がい者に
とってより住みやすい場所にしていくための事業を行う法人。主な事業として
、堺市香ヶ丘商店街でコミュニティカフェ「cafeここいま」（2015年12月開設）を
運営している。



特徴として、代表含め理事の内３名が看護師である点でがあげられる。代表は
2015年3月まで現役の看護師だった小川貞子氏（左写真の左）。



Kokoima設立の背景には、浅香山病院で行われたある写真展の存在が欠か
せない。浅香山病院は大阪府堺市北区にある総合病院で、とりわけ精神科
医療体制が充実していることで知られる。ここでは、精神科病棟に長期入院
する患者たちが被写体となる写真展が度々開催されてきた。











きっかけは、2012年に写真家の大西暢夫が『精神科看護』という雑誌のグラビ
ア連載の撮影のために浅香山病院に訪れたこと。患者個々人と撮影を通じて
関係性を築きあげていくなかで、連載では掲載しきれないほどたくさんの魅力的
な写真が誕生し、患者たちや看護師たちからも「写真展をしてもっと多くの方々
に観てもらおう」という意見が自然に生まれたという。これが「ココ今ニティー写
真展」のはじまり。



まずは浅香山病院の院内でスタートしたこの取り組みは、姉妹系列の茨木病院
や森ノ宮医療大学のオープンキャンパスでの開催へと広がり、2015年秋にはグ
ランキューブ大阪で開催された日本看護学会内・精神看護学術集会（日本看護
協会）でも展示されるなど、活動に広がりを見せている。





このような実践を通じて看護師たちは、病院という制度のなかで行っ
てきた自身たちの「ケア」の在り方について、様々な揺らぎを伴うこと
になる。院外との個別の関係性が新たに生まれた患者たちの声を
聞く中で、写真展をきっかけにしながら退院と地域生活への移行を
果すためのアクションを行うには、「病院発」の試みだけでは限界が
あることを知ってゆく。

そんななかから写真展の中心人物であった当時 看護部長 兼 副院
長の小川貞子が自主退職をし、写真展に関わったメンバーたちが地
域で過ごせるような居場所づくりの事業に着手。2015年4月以降、小
川の意思に賛同する数名の看護師と筆者ら文化関係者、まちづくり
関係者、精神看護の研究者などが集結。法人設立への動きへと繋
がった。そして2015年12月に、浅香山病院から徒歩10分程の堺市
北区香ヶ丘町の商店街の空き店舗を活用したコミュニティカフェ「こ
こいま」をオープンすることになる。



【ココ今ニティー写真展の要点】



①患者さんたちが被写体であるに留まらず、展示会場におい
て個々人自らが写真の横に座り、撮影時の思いや半生、そし
て夢について語り出す、「ナラティブ（語り）」な実践である
という点。

②この展覧会の企画自体に患者さんたちが主体的に関わり名
刺まで制作し営業している、つまり「地域参加」という点。

③これらの点を通じて、看護師と患者と写真家という関係性
が、この写真展を通じて同じ志 ―写真をもっと多くの人に観
てもらいたい、院内に留まらないあり方で様々な人と出会い
たい― のもとで「メンバー」として編み直されるという点。



【運営メンバーの言葉】



このような取り組みがなぜ実現できるのか。課題だってたく
さんあるのではないか。例えばメンバーのプライバシーの問
題はどうなのか。発表者がはじめて2014年の茨木病院での展
示を観に行った際はいろんな問いが浮かび、小川氏にインタ
ビューを試みた。

しかし写真展運営の中心を担う看護師たちの答えは極めてシ
ンプルなものだった。要は写真を外に出す際に患者本人たち
が実名で出してもいいかどうかということを含めて同意をも
らうというプロセスさえきちんと行うこと。そして、公開の
範囲として「院内だけならいい」「院外の展覧会でもOK」とい
ったこともあわせて同意を取り、その同意が取れた方だけが
出展する、というだけの話だと、いう回答。逆に言えばなぜ
こういったことがこれまで精神科病棟ではタブーとされてき
たのかについての問題意識も感じた。



しかし、患者さんが運営「メンバー」として、写真展の企画運
営そのものを担ってゆく状況づくりはどのように行ったのか
。この点に関しては、事の発端はどちらかと言うと看護師た
ちから「仕掛けた」部分があることは、看護師たちに自覚があ
るようだ。

しかし、それは飽くまで本当に事の発端。企画を重ねていく
なかで、賛同した患者さんたちが自分たちの名刺を作り、「
なんでこんなことをしているか」ということを観客に自分の
言葉で語りたいという気持ちが、患者さんの側からふつふつ
と沸いてきた、とのことだ。だからこそ単なる写真展ではな
く「ナラティブ写真展」としての独創的な表現的場づくりとな
っていることが推測される。



その証拠にメンバーのうち益田敏子さんと治村正信さんの写
真展を重ねてきた感想（2015年6月時の手書き感想用紙より
原文のまま書き起し。但し個人名の箇所は○○として表記）
を紹介しておきたい。



【運営メ ンバーの言葉】

看護学生さんと話す機会を得ました
説明をしながら写真も見てもらいました
奥様でこの写真は覚えていますよとやさしく云って下さった方もいらっしゃいました
よく写真が撮れているねと写真をほめて下さった方もいました
全体的には好評だったように思いました
ご来場のみなさま方も今回は多かったように思いました
精神科のイメージが変わってくれたらいいなと思いました

（益田敏子さんの感想／2015年6月時の手書き感想用紙より原文のまま書き起し。）



写真展にこられた方が、写真や詩に見つめられ、うれしかったです。
僕の写真はいちばんエレベーターの前だったので、少しさみしかったです。
だけど見にきてくれた方々に名刺交換をしたりしてほんとうにたのしかったです。
アイスミルクティーや、アイスコーヒーもでてよかったです。
昔おられた○○さんや○○さんにも出会えてよかったです。このココ今ニティ写真展が日本
中に届くとよいと思います！！

（治村正信さんの感想／2015年6月時の手書き感想用紙より原文のまま書き起し。但し個人名の箇所は○○として
表記）



一方、その大元のきっかけを作った写真家 大西氏はどのような
思いを持っているのか。同じく2014年に茨城病院での展示時にイ
ンタビュー。

写真が何かの効果になったかどうかというのはあくまで後付けではあるけど
、でも明らかに患者さんたちが一枚の写真で相当変わった感じがしますね。
いまみんな僕の名前を呼んでくれていますよね。患者さんたちが覚えてくれ
て名前で呼び合うまでってなかなか時間がかかるんですよ。それはまあ病院
に限らずですけど、そういう関係にまで行き、被写体とカメラマンなんですけ
どどっかでその域を超えたところで、“またご飯たべにきたで”ってね、そうい
う呼吸を受け入れてくれている感じがします。
また、写真展を通じてこうやって外部と接触して名刺つくって営業に行ったり
ね、そういうアクションっていうのが、僕たちの生活とほとんど同じようになっ
てきたってことも大きな変化のひとつだと思う。この取り組みが、もう一息外
にでるべき。この写真の存在が珍しくない時代を僕も病院側も求めているは
ず。僕らは忘れているんです。彼らの存在をほんとうに忘れているので、もっ
と地域に出て行く意味があるだろうと模索しています。



【写真展から地域へ】



この段階での小川氏ら写真展中心メンバーである看護
師たちの思い

■写真展はあくまできっかけ、ようやく「治療」や「看護」の対象としてだけで
はなく、患者さんが望んでいる社会とのつながりや普通に生活をするという
ことの具体的な実現にどう繋げて行くのか……。→イベントから日常へ。

■それで、小川氏は「中の立場にいては、自由に身動きがとれない」と考え
、早期退職。病院の一階にある長年使われてなかった12畳ほどの部屋を、
「病院と地域を繋ぐコミュニティサロン」として再活用し、その運営を患者と
小川氏ら看護師たち、つまり写真展の運営メンバー「ココ今ニティメンバー
ズ」が共同で担うことに。でも、実際ここでどういったことをやっていけば、い
い形で外の人とも日常的に繋がっていけるのかはまだ検討がつかず悩む。



発表者も、この時期からNPO立ち上げ〜地域でのカフェ開設という一連のプ
ロジェクトのメンバーとして本格的に参画。アクションリサーチを開始する。













初めてここに来たときに、小川氏が発表者に伝えたのは以下の
ような内容。

この場所にときどきは出入りするか、できるだけ電話してほしいんです。そ
うしていただくと、メンバーさんが“はい、ココ今ニティー事務所です！”って
電話をとられるでしょう。そして接待したり、伝言したりされるじゃないですか
。そのことでメンバーさんに“役割”ができる。そして地域社会への関心が人
とのコミュニケーションを介して高まっていくきっかけになるんです。



この発言から伺えたのは 、メンバーたちが写真展開催とい
う「イベント＝非日常」の活動のみならず 、「日常」的にも社
会の一員としての意識を持ち続けられるような機能が、こ
のサロンには込められている点だ 。かつ 、個々のメンバー
と写真展を通 じてつながりができた外部の人たちにとって
も 、これまでメンバーに会いに行 く際は病棟へ「見舞い」の
ような形で訪問せざるをえなか ったところが、このサロン
ができたことで 、より気軽に立ち寄れるようになったとい
う利点もある。

そ うい った外部との糊しろがまず院内でできたことによっ
て 、発表者も会議に出席するのみならず 、音楽などの表現
を通 じたコミ ュニケーションワークショ ップを開催する運
びとなった。



















ココ今サロンができてからの、写真展開催に向けた患者さ
んと看護師さんのやりとり









集まった看護師メンバーは25名ほど。
その多くは写真展や発表者の表現ワークショップなどの取
り組みを好意的に受け止め、自ら運営メンバーとして奔走
する人もいるが、こういった取り組みがあることで患者の
気分の変動が逆に目についたり、買物や広報などで患者が
地域へと出て行くことのサポートについての難しさを感じ
ていたり、課題も出た。

つまり「治療」という観点からしか、精神病院での看護師と
患者の関係がなかったところに、新たな活動が挟まること
で、いい意味でも悪い意味でも新しい関係性が生まれてい
ることに戸惑いを感じている。

一人の人として社会と繋がりながら生きていく一見当たり
前のことと、病院での閉鎖的にならざるをえない「治療体制
」との両立はやはり難しいのか。



確かにココ今サロンが出来たことは新しい取り組み として象徴的。院
内でありながらも、「病棟＝治療の場」ではな く、メンバーにとって「
別の居場所」である場所の持つ意味。しか しその一方で、では この場
自体を「地域」と言えるのかというと、それは難しいというのが小川氏
たちと共有してきた意見。物理的にも院内であることや、またあ くま
で「ココ今ニティー写真展のメンバーの事務所」という体裁で開かれて
いるために、写真展を通じて知り合った方以外との偶然の出会いに恵
まれる機会も決して多くはない。

あらゆる前提や文脈を超えたところで、地域でのより「生身」の出会い
を生み出してゆ くためには 、どうすればいいのか 。このようなプロセ
スを経て、いよいよ本格的に地域のなかで物件を借りて場づ くりを行
うという具体的なアクションへと繋がっていく。



では、どんな「場」を求める？

プロジェクトチームの初期の議論では、患者メンバーが地域で「住む」ことを
直接的に実現する場づくりを想定していた。つまり「家」である。2015年春〜
夏にかけての当時の会議資料には「ココ今ハウス構想」と題されていて、そ
れがグループホームのような形をとるのか、シェアハウスというニュアンス
が近いか、あるいはメンバー各々が個別の部屋を借りつつもみんなで集え
るスペースを別途借りるか、などが議論されてきた。

形態の違いこそあれ、ポイントとして浮かび上がってきたのは住まいであり
ながらも集える場があり、かつその場が地域に開かれている（あるいは地
域に働きかける）という点。くわえて、小川氏たち看護師から度々あがって
きた意見は「“施設”ではない」という点だった。メンバーたちがその場で何
かしらのアクションを起こすことで、地域住民も集まりたくなるような場。かつ
、あくまで「普通(?)の家」であり「施設」ではない場。





「地域」はどこにある？ 「まちの不動産屋さん」との対話

とりわけどの地域をターゲットにするかという課題には一際骨を折った。精
神障がい者が暮らしやすい土壌があり、かつ理想の物件が見つけやすい
地域とは・・・？ 大阪市阿倍野区昭和町にて、「まちの不動産屋さん」として
活動する丸順不動産三代目社長の小山隆輝さんに相談することに。小山
さんは、昭和町エリアの長屋や古い建物のリノベーション・利活用を通じて
、デベロッパーが行う再開発とは別の方法で、地域に根ざしたまちづくりを
積極的に行ってきた方である。一方で彼は、知的障がい者向け生活訓練
所として社会福祉法人への物件の賃与や、多機能型デイサービスを営み
たいというNPO法人の誘致も手掛けられてきた。



「“地域”で活動をするのであれば、物件よりも前に重要なのは、
その地域の強力な支援者、バックボーンになってくれる人を探す
こと。」

この助言の背景には様々な意図があるが、そのなかでもシビアな問題とし
ては、精神障がい者が住まう場という存在が、今の日本の地域社会ではな
かなか快く受け入れられないという厳しい現実があるという点。だからこそ
地域住民のなかで理解者と関係性を築き、受け入れてもらえる地道な努力
こそが、物件取得以前に必須なアクションである。ましてや、まったく縁のな
い地域での活動ということであれば、なおのこと慎重さを求められるであろ
う。

続いて小山さんはこう尋ねられた。

「なぜ浅香山病院の近くで考えないのか？」



その可能性があることは小川氏ら看護師たちも初めからわかっていた
。にもかかわらず、見てみぬふりをしてきたのだ。小山氏訪問の直後
に、小川氏が記した当時の会議メモを振り返る。

病院の近くは嫌だった。
長期入院者であるメンバーにとっては、病院が「地域」になっているのかもしれない
。でも、そのことを受け入れることは「そこしか知らない（知り得ない）、そこし
か選択できない」という事実を受け入れることになってしまう。と同時に、病院の
近くでは、私たち（看護師）が・・・ワクワクできない。それは病院の影響力を期
待して、病院の傘下で活動していると地域の方々から思われるのが嫌だからだと思
う。病院とは連携しつつも、そこではできない新たな実践の可能性を探りたいだけ
にそう思われながら活動をするのは辛い。
小山さんには「病院の近くは古い文化住宅が多く、これだと思える物件がないと考
えている」と答えてしまった。そう思っているのは嘘ではないが、本質ではなかっ
た。本当はわかっていたのに、あの場では答えられなかった。

（資料「2015・8・6 臨時会議の結果」より、ニュアンスをとどめつつ一部筆者が改稿して引用
）



共感と恊働から「場」がつくられてゆく

ここから、十数回に及ぶ浅香山病院近隣地域のリサーチが始まった。南
海高野線浅香山駅の近くにある香ヶ丘商店街の立地の良さや、徒歩県
内で生活行動が完結できる利点なども改めて確認できた。しかし何にも
まして大切だったのはこの地域で志を持って活動をしているキーパーソ
ンとの出会いだった。

具体的には、亀井哲夫さんを始めとした「雑魚寝館」の方々との出会いだ
。雑魚寝館とは、住居の一部を淡水魚専門のミュージアム兼カフェとして
運営しているスペースで、淡水魚をモチーフにしたアート作品の鑑賞や
鰻をふんだんにつかった様々なメニューも楽しめる場所として知られてい
る。また、こういった取り組みを通じた浅香山界隈のまちづくりにも積極的
に取り組んでいる。小川氏らの思いに賛同してくれた亀井氏たちから、次
は関西大学堺キャンパスの人間健康学部教員の安田忠典氏や彼の学
生たちとの出会いへと繋がってゆく。これらの出会いが「腹を決める」大
きなきっかけとなった。











2015年11月。浅香山病院に程近い、南海高野線浅香山駅前の香ヶ丘
商店街の築50年の物件2棟を賃借。会議を重ねた結果、まずは「家」
の前にメンバーと地域住民が交流できる「コミュニティカフェ」の運
営から始め、そこか ら地域での信頼関係を強固なものにしてか ら元
来目標にしてきたハウス構想を実現させよう、とい う結論となった
のだ。

地元の大工さんの指導のもとまずは天井のペンキ塗り。そして、ク
ロス張り、床張り、入口の戸がないので玄関をつ くる、和室や トイ
レの改修などなど。メンバーも病院から駆けつけ汗を流し、関大安
田ゼ ミの学生たちにも協力いただき、セルフビルドを通じて日に日
に場が生まれ変わっていった。



そして場づくりはカフェ開設のみならず、その運営主体となるNPO
法人設立の動きへと加速してゆく。事業理念や目的、そしてその第
一弾の手法であるコミュニティカフェの運営。諸々の方向性が定ま
ってゆくにつれて、自ずと法人格の種類もNPO法人に落ち着いた。
堺市市民恊働課の相談コーナーを数度活用し、定款を整え、看護師
仲間やつながりの生まれた地域住民に、会員への参加を呼びかける
。

そして2015年11月19日19時。堺市浅香山小学校内にある浅香山公民
館にて、NPO法人kokoimaの設立総会を開催した。入会会員総数57
名（正会員41名、賛助会員9名、サポーター会員7名）、うち総会へ
の出席会員数41名。筆者も理事就任を兼ねて出席。地域に愛される
公民館で多くの人たちに見守られるなか、いいスタートを切った。



【表現実践から生まれた新たなケアの実践
の言語化 ー今後の研究の展開と課題ー】



精神科病棟に長期入院している患者さんが主体的に取り組む
写真展、そこから「患者／看護師」、「ケアされる／する」という
関係を超えてともに写真展運営にとりくむ「メンバー」へと変化
していくなか、浅香山病院内でのコミュニティサロンやそこでの
表現ワークショップ、そして地域生活の足がかりとしてのコミュ
ニティカフェの開設へ。このプロセスには、治療や看護といった
医療という枠組みのなかで培われて来た経験や専門性と、同
時にその専門性や分野の常識のなかでいつしか埋もれてしま
った「お互いがひとりの人として関係し合う」というコミュニケー
ションの現れが、時に手を結び、時に拮抗しながら融合してゆ
く有り様が浮かび上がって来る。



そして、本研究ではこれら一連のプロセスのきっかけがなぜ「写
真展」という表現的実践だったのか、そのことをより精緻にあぶり
だしていくことが重要な課題と考えている。そのために発表者は
2016年4月からCafeここいまにて月一で「kokoima 暮らしと表現の
私塾」という、メ ンバー対象の表現ワークショップを自ら実施し、
そこでは文学や音楽や映画などをきっかけに、「（地域）社会のな
かで生きること」について言葉になりきらない言葉をみんなで紡
いでゆくことを大切にしている。これは無論、「治療」でも「看護」
でもないが、しかし、他者が生きることに関与し、お互いが影響を
受け合ってより良い生へと導き合う試みを広い意味での「ケア」と
名付けることができるのであれば、この表現的実践ならではのケ
ア観の変遷を、引続きkokoima関係者との恊働と対話を通じて言
語化してゆくことがまず必要であろうと、考えている。



その一方で、本日の報告では、現場実践者の小川貞子との共同
発表という体裁をとることで、「実際のところ現場では、アサダの
報告以後もかなりの変化が存在し、かつその変化は、“表現によ
る支援観の変化”という枠組みを“きっかけ”にはしつつ、地域で
“場が開かれていくプロセス”においては、地域住民・地域コミュ
ニティとの関わりのなかで編み直されてゆく支援観の変遷という
要素の方が強くなってきていることも重ねて示しつつ、小川から
の報告へと引き継ぐこととする。

よって、研究という視点から言えば、そもそも表現活動から及ば
される影響をどこまでの射程で捉えるかなどは、kokoimaの事例
のみに絞らず、同時にフィールドワークを継続している他の障害
福祉（滋賀県近江八幡市の社会福祉法人グロー、静岡県浜松市
の認定NPO法人クリエイティブサポートレッツ等）の実践から得た
知見も掛け合わせながら、これらのアクションリサーチの理論化
に向けた動きを、模索していきたい。
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